
 令 和 ２ 年 １ ０ 月 ２ １ 日 

   中 部 地 方 整 備 局 

中部地区用地対策連絡協議会 

 

東海４県の公共事業者等を対象とした若手用地職員研修を実施 

～補償コンサルタント及び測量の専門家から専門的知識・技術を学ぶ～ 

 

１．概 要 

中部地区用地対策連絡協議会（事務局：中部地方整備局）では、インフラ整備の最前

線で用地取得に携わる若手職員を中心に、公平・公正な用地補償業務を行うためのスキ

ルアップを目的として、建物補償等の専門的知識の習得や測量機器を用いた現地実習の

研修を行います。 

 中部地区用地対策連絡協議会とは、公共用地の円滑な取得を図ることを目的に、国、地方公共団体及び

電気・鉄道などの公益事業者で構成される組織です。 

２．研修参加機関 

愛知県、静岡県、岐阜県、三重県、三重県土地開発公社、名古屋市、静岡市、浜松市 

農林水産省東海農政局、東海防衛支局、東海旅客鉄道(株)、中日本高速道路(株)東京支社

独立行政法人水資源機構、中部電力パワーグリッド(株)、(株)NTT ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ東海支店 

名古屋鉄道(株)、中部地方整備局  計：６３名 

 

３．研修日程 

  別紙のとおり 

 

４．場  所 会場①：大津橋ビル５階 大会議室 

       会場②：名城公園 市民の森 

   

   

５．添付資料   研修日程表、会場位置図 

６．配 布 先  中部地方整備局記者クラブ 

        

問い合わせ先 中部地区用地対策連絡協議会事務局（中部地方整備局用地部用地企画課） 

      課  長  郡山 岳志 

         課長補佐  蒲生 忠勝 電話番号 ０５２－９５３－８１０５（直通） 

   ○専門家の指導のもと演習に取り組む       ○受講者自身も機器に触れて作業を体験 



１．実施日 令和２年１０月２７日（火）～１０月３０日（金）

３．日程表

10月27日
（火）

（１０：３０～１２：００）
立竹木調査算定要領

通損調査算定要領の解説
（会場①）

中部地方整備局用地部用地補償課

移転工法の実務
（会場①）

中部地方整備局用地部用地対策課

《研修日程表》

午　　　前
（１０：００～１２：００）

午　　　後
（１３：００～１７：００）

会場①：大津橋ビル５階　大会議室（名古屋市中区丸の内３－４－１０）
　　　　※地下鉄名城線「市役所駅」４番出口より徒歩７分

会場②：名城公園　市民の森（名古屋市北区名城一丁目１付近）
　　　　※地下鉄名城線「市役所駅」７番出口より徒歩８分

２．会　場

会場①：大津橋ビル ５階大会議室

《会場位置図》

会場②：名城公園　市民の森

10月30日
（金）

資料調査・境界測量・境界確定の実務
（会場①）

(一社)全国測量設計業協会連合会
中部地区協議会

（１３：００～１６：００）
面積計算・用地実測図作成・用地測量・成果品

（会場①）

(一社)全国測量設計業協会連合会
中部地区協議会

10月28日
（水）

（９：３０～１２：００）
木造建物・附帯工作物の算定について（理論）

（会場①）

（一社）日本補償コンサルタント協会

木造建物・附帯工作物の算定について（演習）
（会場①）

（一社）日本補償コンサルタント協会

10月29日
（木）

用地測量のための位置基準・測量実習の説明
（会場①）

(一社)全国測量設計業協会連合会
中部地区協議会

（１３：３０～１７：００）
測量実習（現地実習）

（会場②）

(一社)全国測量設計業協会連合会
中部地区協議会

大津橋ビル

市民の森


